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はじめに

入力Mの水準数入力Mの水準数 ノイズNの水準数ノイズNの水準数
増やす 減らす 増やす 減らす

望目特性
ゼロ望目特性
望小特性

× ○

標準SN比 パターン1
（入力が7水準以下） × ○ × ×
標準SN比 パターン2
（入力が8水準以上） × ○ × ○
リニアなSN比 × ○ × ×

◯：改造可能
×：改造不可（増田へ依頼して下さい）



望目特性・ゼロ望目特性・望小特性
ノイズの水準数を［4］→［3］に減らす

入力Mの水準数入力Mの水準数 ノイズNの水準数ノイズNの水準数
増やす 減らす 増やす 減らす

望目特性
ゼロ望目特性
望小特性

× ○



2）入力の該当セルを削
除します。

1）ノイズ（誤差因子）
の水準数を修正します。
（例：4→3）



3）ワークシート【4 本実験 & 6 
確認実験 & 9 最終最適条件】の
該当列を削除します。



標準SN比のパターン1

入力の水準数を［4］→［3］に減らす
※ノイズの水準数を変更することはできません

入力Mの水準数入力Mの水準数 ノイズNの水準数ノイズNの水準数
増やす 減らす 増やす 減らす

標準SN比 パターン1
（入力が7水準以下） × ○ × ×

（入力が7水準以下）



【注意】ノイズ
の水準数はご自
身で変更するこ
とはできません
ので、増田まで
ご依頼下さい。

1）入力の該当セルを削
除します。



2）入力（信号因子）の
水準数を修正します。
（例：4→3）

3）入力（信号因子）の該
当列を削除します。



4）ワークシート【4 本実
験（データ記入）】の該
当列を削除します。



5）ワークシート【6 確認
実験】の該当列を削除し
ます。



6）ワークシート【9 最終
最適条件での実験】の該
当列を削除します。



標準SN比のパターン2

ノイズの水準数を［20］→［10］に減らす
入力の水準数を［100］→［5］に減らす

入力Mの水準数入力Mの水準数 ノイズNの水準数ノイズNの水準数
増やす 減らす 増やす 減らす

標準SN比 パターン2
（入力が8水準以上） × ○ × ○

（入力が8水準以上）



1）ノイズ（誤差因子）
の水準数を修正しま
す。（例：20→10）

2）入力（信号因子）の
水準数を修正します。
（例：100→5）

3）ノイズの該当セルを
削除します。

4）入力の該当セルを削
除します。



5）■印の付いているワー
クシート全てについて、
該当列を削除します。

【豆知識】
Ctrl キーを押しながら複数のワーク
シートを指定してから該当列を削除す
ると、一気に全てのワークシートの指
定箇所を削除することができます。



6）■印の付いているワークシート
全てについて、該当セルの余分な
「入力」の水準部分を削除します。

【豆知識】
Ctrl キーを押しながら複数のワーク
シートを指定してから該当セルを削除
すると、一気に全てのワークシートの
指定箇所を削除することができます。



7）ワークシート【1.5 目標値を
記入】の該当セルの余分な「入
力」の水準部分を削除します。



リニアなSN比
入力の水準数を［4］→［3］に減らす

入力Mの水準数入力Mの水準数 ノイズNの水準数ノイズNの水準数
増やす 減らす 増やす 減らす

リニアなSN比 × ○ × ×



【注意】ノイズ
の水準数はご自
身で変更するこ
とはできません
ので、増田まで
ご依頼下さい。

1）入力の該当セルを削
除します。



2）入力（信号因子）の
水準数を修正します。
（例：4→3）

3）入力（信号因子）の該
当列を削除します。



4）ワークシート【4 本実
験（データ記入）】の該
当列を削除します。



5）ワークシート【6 確認
実験】の該当列を削除し
ます。



6）ワークシート【9 最終
最適条件での実験】の該
当列を削除します。


